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time 演出/備考comments

1

連盟スタッフ集合 ～準備～
受付準備（テント/テーブル/椅子/軍手/ゴミ袋/トング/受付名簿）
MC会場入り（ナレ原稿読み合わせ）

みなさん、おはようございます！
本日は、日本財団 海と日本プロジェクト スポGOMI甲子園 全国大会 に
ご参加いただきありがとうございます。
受付は、9時00分より開始予定です、今しばらくお待ちください。

※何回か繰り返す

＜受付開始＞

みなさん、おはようございます。
本日は、日本財団 海と日本プロジェクト スポＧＯＭＩ甲子園 全国大会
にご参加いただきありがとうございます。
ただ今より、受付を開始いたします。
チームメンバーが全員揃ったチームは、受付までお越しください。

＞繰り返し

各チーム名を参加リストを見ながら、まだ受付を済ませていないチーム
の呼び出し

■全チーム揃ったところで…

さあみなさん、それではまもなく開会式を行います。
参加者のみなさま、チームごとに整列してください。

※全チーム並んだところで、主催者へスタート確認。

それではただ今から、県名とチーム名を読み上げたいと思います。
読み上げられたチームは元気良く「優勝狙うぞ！」や「ごみを拾うぞ」
など、高校生らしく元気で、オリジナルな雄叫びをあげてください。
今から1分間お時間をあげますので、何と言う雄叫びをあげるかみんなで
考えてください！

＞1分後

さあーみなさん、雄叫びは決まりましたか？
それでは順番に県名とチーム名を読み上げていきます。

チームナンバー１ ○○県代表 ○○○チーム！
＞雄叫び

＞以下、続けて紹介

改めまして、おはようございます！

本日は 日本財団 海と日本プロジェクト スポＧＯＭＩ甲子園 全国大

会 にご参加いただきありがとうございます！

スポGOMIは今や、国内外で活動を広げている、最も地球にやさしい日本

生まれのエコスポーツです。

今回のスポGOMI甲子園は、日本財団（にっぽんざいだん） 海と日本

（にっぽん）プロジェクトの一環として開催されます。

チーム数分のゴミ袋
軍手、トング
ルールブック、
ゼッケン

8：55

9：00

9：25

【前 説】

9：30

【開会式】



time 演出/備考comments

海と日本プロジェクトとは、今や世界的な問題としてニュースになっている海ご
み問題に対し、全国の人たちが「自分ごと」としてとらえ、海を未来へと引き継ぐ
アクションの輪を広げていくために、日本財団の旗振りのもと、オールジャパン
で推進するプロジェクトです。
海には昨年一年間で800万トンものゴミが流出しています。
みなさん、800万トンと聞いてピンと来ないですね？
800万トンとは、スカイツリーで言うと約200基分です。それだけの量のゴミが1
年間で海に流出しているんです。そして2050年には魚の量より、海ゴミの量が
多くなると言われています。

たとえばこのボールペンを、私がポイッと今ここに捨てると、今日から約500年
もの間、このままです。これが風に流されたり排水口から海に流れ出て、海で
漂ううちに紫外線や波の影響などで細かく分解され、直径約5ミリ以下のマイク
ロプラスチックになります。また、マイクロプラスチックは、洗顔料や歯磨き粉に
スクラブ剤として使われてきたプラスチック粒子からも発生しています。
このマイクロプラスチックは、有害物質を吸着しやすいと言われており、それを
小魚が食べて、もっと大きな魚が食べて、最終的には私たち人間がそれを食
べて、人体にも悪影響を及ぼすかもしれません。

海ごみの約８割は陸から川を流れて流出されたものです。
今日は、この（会場名）でスポーツとしてごみを拾いを競い合い、高校生の力で
これらのごみがまた、海に流れないようにくい止めて下さい！

全国25都道府県の高校生を対称に、7月6日から9月7日の約2ヶ月間に渡

り開催された「スポGOMI甲子園 都道府県大会」ですが、本日、予選を勝

ち抜いた25の代表チームがここに集結しました。これから繰り広げられ

るスポGOMIで、まさに高校生ごみ拾い日本一が決定します。みなさん！

ぜひ、優勝を目指してがんばってください！！

申し遅れましたがわたくし、本日の司会進行を務めます

高知利香（こうち りか）と申します。最後までよろしくお願いいたし

ます！

それでは、全国大会の舞台を提供していただいた、墨田区区長、
山本 亨（やまもと とおる）様より、ご挨拶をいただきたいと思いま
す。

■（3～4分）
それでは、次に選手宣誓です。
選手宣誓は全チームを代表して
「 山口県代表 トリプルストーン エコガインダー 」の皆さんにお
願いしたいと思います。

それでは「 トリプルストーン エコガインダー 」の皆さんさん、ス

テージへお願いします。

■選手宣誓
ありがとうございました！チーム名の トリプルストーンとは、３名選手
の苗字に「石（いし）」という文字が入っているからだそうです。
力強い宣誓でしたね！

続きまして、ルール説明です。

説明は、日本財団 海と日本プロジェクト スポＧＯＭＩ甲子園実行委員

会、日本スポGOMI連盟 代表の馬見塚（まみつか）さんに説明してもら

います。■（4～5分）
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下手よりステージへ

上手よりステージへ



time 演出/備考comments

ありがとうございました。

次に作戦タイムです。受付で各チームにお渡ししているエリアマップを

元に、メンバーで情報を出し合ってどの辺を攻めていくか？じっくり作

戦を練ってください。

それでは作戦タイムスタートです！

■作戦タイム（3分）

さあ、作戦はまとまりましたか？

作戦タイム終了のお時間です。作戦タイム終了ー！

それでは、先ほどと同じように、チーム毎に列になって並んで下さい。

■各チーム準備状況を見て

＜晴れの場合＞

みなさん、競技スタートはホールの外の、隅田川沿いで行いますので、

スタッフの指示にしたがって一旦外へ移動して下さい。

メディアの方々もご移動をお願いします。

■メディアの方々も移動 川沿いの階段に整列させる メディアを予め決められ

た位置へ誘導

＞全体の状況を見て

＜雨の場合＞

■ホールでそのままスタート発声

みなさん整列しましたか？ここで競技時間をお知らせします。

競技時間は、これより60分後の 時 分 です。

必ずチーム全員で一緒にこちらの会場へ戻って来てください。

それでは、いよいよ

日本財団（にっぽんざいだん） 海と日本（にっぽん）プロジェクト ス

ポＧＯＭI甲子園 全国大会 のスタートの時間が近づいてきました。

このスポGOMI大会の競技スタートには、「チェンジ フォー ザ ブルー」

という海と日本（にっぽん）プロジェクトの共通の掛け声があります。

こちらから皆さんに「チェンジ フォー ザ！」と問いかけますので

皆さんは大きな声で右手を力強く上げて、[ブルー！！！]と

大きな声で叫んで下さい。

いいですか！？

それではみなさん、一度、私と練習しましょう！いきますよ！

MC 「チェンジ フォー ザ！」

参加者「ブルー！」

はい、いいですね～！

本番は、もっともっと元気いっぱいにお願いします。
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【スタート】
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それでは本番です。

スタートの発声は 日本財団（にっぽんざいだん）宇田川（うだがわ）

様にお願いしたいと思います。

宇田川（うだがわ）様、よろしくお願いします。

宇田川様：それでは皆さん、準備はいいですか？いきますよ！

「チェンジ フォー ザ！」

参加者：「ブルー！」

はい！それでは、競技スタートです！

いってらっしゃーい！

■ここいるスポGOMI版 プロジェクターへ投影

さー競技がスタートしました！

こちらのスクリーンでは ここいる というアプリをスポGOMI版に改良

したサービスを使って全チームの動きを確認することができます。

ここで、海と日本（にっぽん）プロジェクトスポGOMI甲子園実行委員で

日本スポGOMI連盟代表の馬見塚（まみつか）さんに登場してもらいます。

MC：この ここいるスポGOMI版とはどんなサービスなんですか？

馬見塚：スポGOMIにはサッカーやラグビーなどで言う競技エリアがあり、

それが携帯の画面で確認できるようになっています。こちらの映像はそ

の画面を映し出したものです。エリア内での自分のチームの位置や、対

戦相手のチームがどの場所でごみを拾っているかがリアルタイムで分か

るんです。

MC：そうすると、他のチームが行っていないエリアを攻めるなど、作戦

が立てられますね！

馬見塚：そうなんです！「この先の角を右に曲がったら他のチームがい

るので、左に行こう！」など、有効にごみを拾えます。また、チーム毎

にヒートマップが表示されるので、どこで一番立ち止まってごみを拾っ

たか、優勝チームはどんなエリアを進んだかなど一目瞭然です！

また、メッセージ機能もついていますので、全チームへ残りの競技時間

の案内や、それぞれのチームへ応援メッセージなどを送ることも出来ま

す。

MC：なるほど！選手を勇気付けることも出来るんですね！

どなたかチームに応援メッセージを投げたい方いらっしゃいませんか？

■応援に駆け付けている愛媛県代表の父兄などの応援団にメッセージを

求めるなど

■画面を見ながらMCと馬見塚かけあい

MC：以上、競技の模様でした。競技終了は○○時○○分です！
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センターへ

競技スタート

9：50

10：10
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＞MCスタンバイ

＞早めに戻るチームがいればフォロー

間もなく競技終了です！分別が終了しているチームは計量を行います。

スタッフの指示に従って、所定の場所へ並んでください。

＞繰り返し

はい、それでは競技終了です！！！

競技から戻ったチームの皆さん！お疲れさまでした！

計量に並ぶ前に、しっかりごみの分別の確認をして下さい。

＞アドリブ対応

＞参加者へ問いかけるなど

戻られたチームの皆さんは、スタッフの指示に従ってごみの計量を行っ

てください。

計量が終了したチームはトイレなどを済ませ、ホール内でお待ちくださ
い。

11時15分よりワークショップを行います。時間までにホールに数合して
ください。

■集合具合を見て

それでは結果発表を前に、交流を兼ねたワークショップを開催したいと
思います。まずは今から発表するグループに皆さん分かれて下さい。

■予めA～Hの8グループに分けておく
7グループは3チーム構成、1グループだけ4チーム構成

北海道代表、鹿児島代表、神奈川代表 Aグループ！

■以降、続けてグループ分け グループ分けの状況を見て

皆さんグループに分かれましたか？それではここで、今回皆さんにチャ
レンジしてもらう課題を発表します。

発表はスポGOMI甲子園実行委員の馬見塚（まみつか）さんです。

まみつか：それでは課題を発表します。
みなさんにはこれからキャッチコピーを考えてもらいます。テーマは
「海洋ごみ問題」です。海を綺麗に保つためのキャッチコピーでもOKで
すし、海の生き物たちを守るキャッチコピー、海洋ごみ問題を自分ごと
にしてもらうためのキャッチコピーなどなんでも結構です。皆さんに渡
してある模造紙と、ポストイット、ペンを使ってグループでアイデアを
出し合い、1つのキャッチコピーにまとめて下さい。最後に全グループに
発表してもらいます。発表の際、そのキャッチコピーの解説もお願いし
ますね。もっとも素晴らしいキャッチコピーには賞品を贈呈したいと思
います。グループで誰が発表するかも決めて下さいね！発表者はひとり
じゃなくても結構です！

競技終了/計量/表彰

賞状の準備
各賞品の陳列
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制限時間は12時までです。
それでは皆さん、まずは自己紹介してからワークしてください。
ワークショップスタート！

MCの高知さん、高知さんは大学の講師もされていますが、アイデアを出
す上で何かアドバイスなどありませんか？

MC：○○○

■以下、MCとまみつかで掛け合い 考え方のヒントなどトーク
今流行の、5、7、5などの俳句でも面白いですね。

さあ、みなさんどうですか？残り５分です。そろそろひとつのキャッチ
コピーにまとめて下さいね。

まもなく終了です。完成したグループはグループ名とキャッチコピーを
模造紙に書き、こちらへ持って来て下さい。

■持ってきたキャッチコピーをPCに入力 ＞全グループ入力

それでは1チームずつ発表してもらいます。
呼ばれたグループのメンバーはその場で全員立ち、発表者が発表してく
ださい。

まずはじめにAグループです。
Aグループの皆さんは全員起立してください。発表者はどなたですか？
まず発表者は都道府県名、チーム名、お名前を名乗り発表してください。
それではAチーム、どうぞ。

■Aグループのキャッチコピーを投影

Aチームのみなさんありがとうございました。

それでは次にBグループです。

■次々に発表

以上で8グループ全部の発表が終わりました。
みなさん、限られた短い時間でステキはキャッチコピーを出していただ
きありがとうございます。
最優秀キャッチコピー賞はスポGOMIの結果発表の中で行います。

競技終了/計量/表彰
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11：55

発表者へマイクを渡す
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それではただ今より、

日本財団（にっぽんざいだん） 海と日本（にっぽん）プロジェクト ス

ポGOMI甲子園 全国大会 結果発表と表彰式を開始します。

それではまず始めに、先ほど行ったワークショップの最優秀賞を発表い
たします。
審査結果と発表は 様です。

様、よろしくお願いします。

＞ 様、ステージへ

様：（感想をのべ）
最優秀キャッチコピー賞は、 グループです！

グループの皆さん、全員でステージへお越しください。

最優秀キャッチコピー賞の皆さんには全員に

を差し上げます。

おめでとうございました！

最優秀キャッチコピー賞は グループの皆さんでした！

もう一度大きな拍手をお願いします。

プレゼンターの 様、ありがとうございました。

■列へ戻る

さあ、それでは大会の結果発表を行います。

表彰式のプレゼンターは 日本財団 海と日本プロジェクト スポGOMI甲

子園実行委員長の 矢野浩二（やの こうじ）です。

表彰は、第６位、第５位、第４位、第３位、第２位、優勝の順に発表し

て参ります。

入賞されたチームのみなさんは、全員で前にお越しください。

それでは第６位の発表です。

重量 ㎏ ポイント ポイント

第６位は 代表 チーム です！

おめでとうございます！みなさんでステージへお越しください！

そして第６位の賞品は、

です！

おめでとうございます。＞列に戻る

続きまして、第５位の発表です。

重量 ㎏ ポイント ポイント

第５位は 代表 チーム です！

おめでとうございます！みなさんで前へお越しください！

そして第５位の賞品は、

競技終了/計量/表彰

賞状の準備
各賞品の陳列
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です！

おめでとうございます。＞列に戻る

続きまして、第４位の発表です。

重量 ㎏ ポイント ポイント

第４位は 代表 チーム です！

おめでとうございます！みなさんでステージへお越しください！

そして第４位の賞品は、

です！

おめでとうございます。＞列に戻る

続きまして、第３位の発表です。

重量 ㎏ ポイント ポイント

第３位は 代表 チーム です！

おめでとうございます！みなさんでステージへお越しください！

＞ステージ上で参加者の方を向いて整列

まずは賞状の授与です。代表者は前に出てください。

＞賞状読み上げ 授与

次に、第３位の盾の授与です。次の選手は前に出てください。

＞盾、授与

この盾は、間伐材で作られたスポGOMI甲子園オリジナルの盾となります。

そして第３位の賞品は、

スポーツメーカー、アディダスの新ブランド「パーレイ」のスポーツ

ウェアです！「パーレイ」とは、海岸や海沿いで回収されたプラスチッ

ク廃棄物をスポーツウェアやシューズにアップサイクルした環境にやさ

しいブランドです！

おめでとうございます。

続きまして、第２位の発表です。

重量 ㎏ ポイント ポイント

第２位は 代表 チーム です！

おめでとうございます！みなさんで前へお越しください！

＞ステージ上で参加者の方を向いて整列

まずは賞状の授与です。代表者は前に出てください。

＞賞状読み上げ 授与

次に、第２位の盾の授与です。次の選手は前に出てください。

＞盾、授与

表彰式/終了
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そして第２位の賞品は、

先ほどのアディダス「パーレイ」からウィンドブレーカーです！

おめでとうございます。＞列に戻る

それではみなさん、お待たせしました。
いよいよ優勝チームの発表です。

重量 ㎏ ポイント ポイント

日本財団（にっぽんざいだん） 海と日本（にっぽん）プロジェク
ト スポGOMI甲子園 全国大会 栄えある優勝は

代表 チームです！

おめでとうございます！ チームの皆さん、

全員そろってステージまでいらしてください。

＞ステージ上で参加者の方を向いて整列

まずは賞状の授与です。代表者は前に出てください。

＞賞状読み上げ 授与

次に、優勝盾の授与です。次の選手は前に出てください。

＞盾、授与

そして優勝チームの賞品は、

アディダス「パーレイ」からウィンドブレーカーです！

おめでとうございます。

それでは優勝チームにインタビューをしたいと思います。

スポGOMI甲子園 全国大会 優勝おめでとうございます！

Q.まずは、今の感想を聞かせてください。

生徒：

Q.優勝の勝因は何ですか？

生徒：

Q.どんなごみが多かったですか？

生徒：

ありがとうございます！日本財団（にっぽんざいだん） 海と日本

（にっぽん）プロジェクト スポGOMI甲子園 全国大会 栄えある優勝は

代表 チーム

に決定しました！もう一度大きな拍手をお願いします！

＞優勝チーム列へ

入賞したチームの皆さん、本当におめでとうございます！

また、惜しくも入賞されなかったチームのみなさんも本当にお疲れ様で

した。スポーツなので順位はありますが、海洋ごみ問題にアクションを

起こす気持ちはみなさん一緒です！

表彰式/終了
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以上をもちまして、日本財団（にっぽんざいだん） 海と日本（にっぽん）プロ
ジェクト スポGOMI甲子園 全国大会 を終了いたします。

全国からご参加いただいたチームの皆さん、本当にお疲れ様でした。

それでは最後に、全員で集合写真を撮ってから解散とします。

＜晴れの場合＞

みなさん、スタートの際整列してもらった、川沿いの階段へ移動して下さい。

■誘導 前列にごみを移動

＜雨の場合＞

みなさんにステージ上がっていただき、撮影しましょう。スタッフの誘導で順番に
ゆっくりとステージ上がって来てください。

＜記念撮影＞

優勝チームは是列のセンターに。２位と３位のチームは優勝チーム両どなりに整
列してください。その他の入賞チームも最前列と２列目に整列してください。

＞スタッフ整列指示

それでは皆さん、開会式と同じように、「チェンジ フォー ザ ブルー！」のかけ声と
共に撮影したいと思います。

MC：チェンジ フォー ザ！
参加者：ブルー！

※2度ほど繰り返し撮影

＜終了＞

ビブスを、受付に返却をお願いします。
参加賞を受けとってからお帰り下さい。

それではみなさん、気を付けてお帰りください。

表彰式/終了
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